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運用報告書（全体版） 

アジアリート戦略オープン 
（為替ヘッジなし）年２回決算型 
 

愛称：アジアンストリート 

 
 

第13期（決算日：2022年１月13日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「アジアリート戦略オープン（為

替ヘッジなし）年２回決算型」は、去る１月13日に第

13期の決算を行いました。ここに謹んで運用状況を

ご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／不動産投信  特化型  

信 託 期 間 2025年７月14日まで（2015年８月21日設定） 

運 用 方 針 
ファンド・オブ・ファンズ方式により、安定したインカ
ムゲインの確保と信託財産の成長を目指して運用を行
います。 

主 要 運 用 対 象 

ア ジ ア リ ー ト 
戦 略 オ ー プ ン 
(為替ヘッジなし) 
年 ２ 回 決 算 型 

アジア・リート・マスター・ファンド
（Local Currencyクラス）受益証券およ
びマネー・プール マザーファンド受益
証券 

アジア・リート・ 
マ ス タ ー ・ 
フ ァ ン ド 
(Local Currency 
ク ラ ス ) 

シンガポール・ドルや香港ドルなど複数
の通貨建の日本を除くアジア諸国・地域
の金融商品取引所に上場（これに準ずる
ものを含みます。）している不動産投資信
託（リート）等 

マネー・プール 
マザーファンド 

わが国の公社債 

運 用 方 法 

・ 日本を除くアジア諸国・地域の金融商品取引所に上場
（これに準ずるものを含みます。）している不動産投
資信託（リート）等に投資を行い、安定したインカム
ゲインの確保と値上がり益の獲得を目指します。 

・ シンガポール・ドルや香港ドルなど複数の通貨建の不
動産投資信託（リート）等に投資を行い（以下、不動
産投資信託（リート）等の通貨のことを「原資産通貨」
ということがあります。）、保有する原資産通貨につい
て、原則として為替取引を行いません。 

主 な 組 入 制 限 

・ 投資信託証券（上記の受益証券をいいます。）への投
資割合には制限を設けません。 

・ １発行体等あたりの当ファンドの純資産総額に対す
る比率は、原則として、25％以内とします。 

分 配 方 針 

毎年１月13日および７月13日（休業日の場合は翌営業
日）に決算を行い、収益分配方針に基づいて分配を行い
ます。原則として、決算日の基準価額水準が当初元本額
10,000円（10,000口当たり）を超えている場合には、当
該超えている部分について、分配対象額の範囲内で、全
額分配を行います。（資金動向や市況動向等により変更
する場合があります。）分配対象額の範囲は、経費控除
後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全
額とします。基準価額水準、市況動向、残存信託期間等
を勘案して、分配金額を決定します。（ただし、分配対
象収益が少額の場合には分配を行わない場合もあります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 
◆ 当ファンドは特化型運用を行います。一般社団法人投資信託協会は

信用リスク集中回避を目的とした投資制限（分散投資規制）を設け
ており、投資対象に支配的な銘柄（寄与度＊が10％を超える又は超え
る可能性の高い銘柄）が存在し、又は存在することとなる可能性が
高いものを、特化型としています。 
＊寄与度とは、投資対象候補銘柄の時価総額の合計額における一発行体あたり
の時価総額が占める比率または運用管理等に用いる指数における一発行体あ
たりの構成比率を指します。 

◆ 当ファンドは、日本を除くアジア諸国・地域の金融商品取引所に上
場している不動産投資信託（リート）等に実質的に投資します。当
ファンドの投資対象には支配的な銘柄が存在するため、特定の銘柄
への投資が集中することがあり、当該支配的な銘柄に経営破綻や経
営・財務状況の悪化が生じた場合には、大きな損失が発生すること
があります。 
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型

ファンドマネージャーのコメント
　当期（過去６ヵ月間）の運用で主眼においたポ
イントをご説明させていただきます。
　配当利回りなどの面で相対的に投資妙味が高い
と思われる銘柄を中心にポートフォリオを構築し
ました。

【第13期末における主なリート市場への投資比率
と投資のポイント】

◎シンガポール　72.7％
　シンガポール市場は、中国不動産大手の債務問
題などの影響があったものの、世界的に見て新型
コロナウイルスのワクチン接種が進んでいること
や、欧米諸国と比較して新型コロナウイルスの新
規感染者数が落ち着いていることなどからリート
価格も底堅く推移しております。不動産の用途別
では、空室率や賃料との相関が相対的に高い国内
総生産（ＧＤＰ）の回復やテレワークの浸透に引
き続き左右されるとみています。短期的には新型
コロナウイルス感染再拡大などによるテレワーク
の浸透の加速などの懸念はあるものの、賃料水準
は安定しており、長期的にはオフィス中心地にあ
る立地の良いオフィスや広い面積を有するオフィ
スへの需要は底堅く、オフィス勤務への回帰が高
まる可能性があるとみています。小売りについて
は、いまだに観光客が戻ってきていないにも関わ
らず、ショッピングモールの来場者数はコロナ禍
以前の90％程度の水準まで回復してきています。
中央商業地区のモールの売上は約３割を観光客に
依存する一方、郊外のモールはその比率が２～
３％程度であることが背景にあります。今後もワ
クチン接種の進展や政府の新型コロナウイルスへ
の対応策の動向などを背景とした小売り不動産へ
の影響を注視する必要があるとみています。産業
用施設は、電子商取引（ｅコマース）の台頭など
を背景とした物流の需要拡大の恩恵を受けており、
今後も底堅いとみております。また倉庫などにつ
いては、ワクチンの保管やサプライチェーン管理、
ビジネスパークについてはハイテク関連からの需

要が拡大しており、小幅ながら賃料の引き上げも
達成しています。

◎香港　25.1％
　香港市場は、中国不動産大手の債務問題や中国
当局による規制強化などの影響があったものの、
世界的に新型コロナウイルスのワクチン接種が進
展したことや、経済回復が急速に進んだことなど
から、リート価格は回復傾向となっております。
一方、リート価格はバリュエーションの面で、依
然として割安な水準であるとみています。不動産
用途別では、小売りは、オンラインショッピング
の台頭はあるものの、オンライン消費の比率は依
然として一桁台にとどまっており、ショッピング
モールなどの商業用施設での消費需要は依然とし
て底堅いとみています。特に、住宅地に近く生活
必需品が取扱商品の中心である商業用施設を保有
するリートを選好しており、今後の更なる事業環
境の回復には、中国本土との往来活発が必要とみ
ています。なお、同国のリート市場の時価総額の
大半を占める大手小売りリートの2021年11月に
発表された業績ガイダンスは市場予想を上回る結
果となりました。オフィスは、短期的な需要後退
懸念はあるものの、テレワークが構造的に安定し
て浸透するとはみておらず、今後は中国本土企業
からの需要回復なども受けて、オフィス需要は底
堅いとみております。

（注）上記の投資比率はアジア・リート・マスター・
ファンド全体における対純資産比率です。

（注）上記は、アジア・リート・マスター・ファンドの
資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したもの
です。

イーストスプリング・インベストメンツ（シンガポール）リミテッド
アジア・グロース株式チーム
ポートフォリオ・マネジャー
カテリーナ・イルワン
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

９期(2020年１月14日) 9,926 0 △ 0.7 － － 95.2 140 

10期(2020年７月13日) 8,251 0 △16.9 － － 99.0 114 

11期(2021年１月13日) 8,790 0 6.5 － － 99.0 133 

12期(2021年７月13日) 9,700 0 10.4 － － 96.3 148 

13期(2022年１月13日) 9,545 0 △ 1.6 － － 94.2 122 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2021年７月13日 9,700 － － － 96.3 

７月末 9,655 △0.5 － － 99.0 

８月末 9,568 △1.4 － － 94.4 

９月末 9,339 △3.7 － － 99.0 

10月末 9,770 0.7 － － 99.0 

11月末 9,582 △1.2 － － 99.0 

12月末 9,768 0.7 － － 99.0 

(期  末)      

2022年１月13日 9,545 △1.6 － － 94.2 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型

運用経過
第13期：2021年７月14日～2022年１月13日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

8,500
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（百万円）
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800

2021/７/13 2021/９/10 2021/11/10 2022/１/11

純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

第 13 期 首 9,700円
第 13 期 末 9,545円
既払分配金 0円
騰 落 率 －1.6％

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型

基準価額は期首に比べ1.6％の下落となりました。
基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

シンガポールドルや香港ドルなどの原資産通貨＊が円に対して上
昇したことが、基準価額のプラスに寄与しました。
＊投資を行うリート等の通貨を「原資産通貨」といいます。以下同じ。

上昇要因

新型コロナウイルスの新たな変異株の感染拡大に対する懸念や、
中国不動産大手の債務問題に対する懸念などが嫌気され、シンガ
ポールのリート価格が下落したことが、基準価額のマイナスに作
用しました。
中国当局による規制強化や中国不動産大手の債務問題などが嫌気
され、香港のリート価格が下落したことが、基準価額のマイナス
に作用しました。
個別銘柄では、アジア・リート市場で時価総額最大級のリート銘
柄である「LINK REIT（香港）」の下落や、オフィスや商業用施
設を手掛ける「MAPLETREE COMMERCIAL TRU（シンガポー
ル）」の下落などがマイナスに作用しました。

下落要因

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型

第13期：2021年７月14日～2022年１月13日

投資環境について

アジア・リート市況
アジア・リート市場は、当期間を通して
は下落しました。
シンガポール市場は下落しました。期首
から2021年８月上旬にかけては、シンガ
ポール政府による新型コロナウイルスの
感染防止策の緩和や同国のワクチン接種
の進展が他国と比較して堅調であること
などを好感し上昇したものの、10月上旬
にかけては、中国不動産大手の債務問題
やシンガポール国内の新型コロナウイル
スの感染拡大などが嫌気され、下落しま
した。その後は、11月下旬にかけて、シ
ンガポール政府による入国規制が緩和さ
れたことなどを好感し上昇したものの、
11月末に新型コロナウイルスの新たな変
異株が発見され、世界各国で感染が確認
されたことなどが嫌気され下落しました。
結果、期を通してシンガポール市場は下
落しました。
香港市場は下落しました。期首から2021
年９月下旬にかけては、中国当局による
規制強化や中国不動産大手の債務問題な
どによる投資家心理の悪化などから下落
しました。その後は、11月下旬にかけて、
中国不動産大手の債務問題への過度な懸
念が和らいだことや、下落による値ごろ
感が強まったことなどから上昇したもの
の、11月末に新型コロナウイルスの新た

な変異株が発見され、世界各国で感染が
確認されたことなどが嫌気され下落しま
した。結果、期を通して香港市場は下落
しました。

為替市況
当期間を通してみると、シンガポールド
ルと香港ドルは上昇し、原資産通貨は対
円で上昇しました。
シンガポールドルについては、シンガ
ポール国内の新型コロナウイルスの感染
が一時拡大したことや、新型コロナウイ
ルスの新たな変異株の発見などを嫌気す
る局面があったものの、同国政府の感染
防止策の緩和が実施されたことや、同国
の新型コロナウイルスのワクチン接種率
が世界的にみて高水準であることなどを
好感し、期を通して対円で上昇しました。
香港ドルについては、ドルペッグ制（ド
ルとの為替レートを一定に保つ制度）を
採用していることから、当期間の堅調な
米ドルの動きにつられて、期を通して対
円で上昇しました。

国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移しました。
当期の短期金融市場をみると、日銀は長
短金利を操作目標として金融市場調整を
行いました。コール・レート（無担保・

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型

当該投資信託のポートフォリオについて

アジアリート戦略オープン（為替
ヘッジなし）年２回決算型
期を通じて、円建の外国投資信託である
アジア・リート・マスター・ファンド
（Local Currencyクラス）受益証券を高
位に組み入れ、マネー・プール　マザー
ファンド受益証券への投資も行いました。
期末においては、アジア・リート・マス
ター・ファンド（Local Currencyクラ
ス）を94.2％、マネー・プール　マザー
ファンドを0.0％組み入れています。

アジア・リート・マスター・ファンド
（Local Currencyクラス）
主としてシンガポール・ドルや香港ドル
など複数の通貨建の日本を除くアジア諸
国・地域の金融商品取引所に上場（これ
に準ずるものを含みます。）している
リート等に投資しました。
国債利回りと比較して、配当利回りに妙
味があると判断した銘柄を中心に投資を
行いました。

当 期 間 中 に 、 保 有 銘 柄 で あ る
「MAPLETREE COMMERCIAL TRU（シ
ンガポール）」による「MAPLETREE 
NORTH ASIA COM（シンガポール）」
の買収提案が発表されております。
銘柄入替のポイントは以下の通りです。

売買動向
MAPLETREE COMMERCIAL TRU（シン
ガポール）：コロナ禍の大きな下落から
反発したことで、一部売却を行いました。
DIGITAL CORE REIT MANAGEMENT
（シンガポール）：質の高いデータセン
ターを保有していることに加え、ファン
ダメンタルズに対して当銘柄の投資口価
格が割安な水準であり投資妙味があると
判断し、新規買付を行いました。

マネー・プール　マザーファンド
コール・ローン等短期金融商品を活用し、
利子等収益の確保を図りました。

翌日物）はマイナス圏で推移し、足下の
コール・レートは－0.021％となりまし
た。
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当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、分配金額を決
定します。原則として、決算日の基準価額水準が当初元本額10,000円（10,000口当たり）を
超えている場合には、当該超えている部分について、分配対象額の範囲内で、全額分配を行いま
す。（資金動向や市況動向等により変更する場合があります。）この結果、次表の通りとさせて
いただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、
運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第13期
2021年７月14日～2022年１月13日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 1,714

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型
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今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

アジアリート戦略オープン（為替
ヘッジなし）年２回決算型
引き続き、円建の外国投資信託であるア
ジア・リート・マスター・ファンド
（Local Currencyクラス）受益証券に投
資を行います。また、マネー・プール　
マザーファンド受益証券への投資も行い
ます。

アジア・リート・マスター・ファンド
（Local Currencyクラス）
引き続き、主としてシンガポール・ドル
や香港ドルなど複数の通貨建の日本を除
くアジア諸国・地域の金融商品取引所に
上場（これに準ずるものを含みます。）
しているリート等に投資を行います。
ポートフォリオの構築にあたっては、市
場価格が個別銘柄の適正価格を正しく反
映していない結果生じている割安度合い
などを重視する方針です。
足下のアジア・リート市場は、新型コロ
ナウイルスの変異株の感染拡大などの影
響があるものの、世界的に新型コロナウ
イルスワクチンの接種が拡大しているこ
となどを受けて、ワクチン普及による世
界経済の正常化期待などを背景に、世界
の金融市場は徐々に落ち着きを取り戻す
中で投資家心理が改善しつつあります。
また長期金利の上昇については、経済活

動の正常化期待などを織り込む結果での
上昇であれば、不動産賃料の値上げなど
にも繋がり、リートにとってはプラスに
なるとみています。
シンガポールは、ワクチン接種率が安定
して上昇していることや、政府による対
応策などが講じられているため、シンガ
ポールのリート市場は相対的に底堅く推
移するとみています。また、テクノロ
ジー企業の誘致や新しい拠点のエリアと
して期待されており、オフィス市場はこ
うした恩恵を享受できると期待されます。
不動産の用途別では、オフィスを中立に
みている一方、小売りについては今後の
経済正常化の恩恵を受けるとみています。
また、産業用施設は、短期的にはサプラ
イチェーンへの影響などが懸念されるも
のの、中長期的には電子商取引の台頭な
どを背景とした物流の需要拡大が期待さ
れます。引き続き、配当利回りの水準が
国債利回りや他のグローバル・リート市
場との比較で相対的に魅力的な水準にあ
ることなどに注目しています。
香港については、郊外に立地し生活必需
品が取扱商品の中心である商業施設を主
要投資対象とする銘柄を有望とみていま
す。中国政府による規制強化や同地域の
経済成長を巡る不透明感などが、短期的
に香港の小売売上高やリートの上値を抑

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型
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える要因となる可能性はありますが、
ショッピングモールなどの商業用施設で
の消費需要は底堅く、リート価格は底堅
く推移するとみています。最大手リート
が保有する小売り物件は地元顧客向けの
スーパーマーケット等が中心であるため、
外国人観光客の落ち込みを受けた業績へ
の影響等は相対的に限定的とみています。
今後も、市場価格が個別銘柄の価値を正
しく反映していない結果生じている割安
度合いなどを分析し、ポートフォリオを
構築する方針です。

マネー・プール　マザーファンド
消費者物価の前年比は依然として２％を
大きく下回っており、今後も日銀による
金融緩和政策が継続すると想定されるこ
とから、短期金利は引き続き低位で推移
すると予想しています。以上の見通しに
より、コール・ローン等への投資を通じ
て、安定した収益の確保をめざした運用
を行う方針です。

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型
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2021年７月14日～2022年１月13日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 60 0.627 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (19) (0.194) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (40) (0.416) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (2) (0.017) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 1 0.006 (ｂ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (1) (0.006) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 61 0.633

期中の平均基準価額は、9,580円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型
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（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は2.05％です。

総経費率（①＋②＋③） （％） 2.05

①当ファンドの費用の比率 （％） 1.25

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 （％） 0.72

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 （％） 0.08

総経費率
2.05％ 当ファンド

1.25％

投資先
ファンド
0.80％

運用管理費用
（投信会社）
0.39％

運用管理費用
（販売会社）
0.83％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

その他費用
0.01％

運用管理費用
0.72％

運用管理費用以外
0.08％

（注）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用
いた簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、このファンドが組入れてい

る投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。

（注）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含
み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。

（注）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異な
る場合があります。

（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、
これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型
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○売買及び取引の状況 (2021年７月14日～2022年１月13日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
アジア・リート・マスター・ファンド（Local Currencyクラス） 7,015 5,884 34,317 28,970  

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年７月14日～2022年１月13日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年１月13日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

アジア・リート・マスター・ファンド（Local Currencyクラス） 166,433 139,130 115,464 94.2 

合 計 166,433 139,130 115,464 94.2 
 

（注） 比率はアジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型の純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・プール マザーファンド 9 9 9 
 
 
 
  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2022年１月13日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 115,464 93.6 

マネー・プール マザーファンド 9 0.0 

コール・ローン等、その他 7,898 6.4 

投資信託財産総額 123,371 100.0 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年１月13日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 123,371,787   

 コール・ローン等 7,897,188   

 投資信託受益証券(評価額) 115,464,608   

 マネー・プール マザーファンド(評価額) 9,991   

(B) 負債 831,255   

 未払金 10,000   

 未払信託報酬 814,108   

 未払利息 2   

 その他未払費用 7,145   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 122,540,532   

 元本 128,382,889   

 次期繰越損益金 △  5,842,357   

(D) 受益権総口数 128,382,889口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,545円 

 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 153,299,398円 

期中追加設定元本額 2,983,108円 

期中一部解約元本額 27,899,617円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.9545円です。 

○損益の状況 (2021年７月14日～2022年１月13日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 3,175,397   

 受取配当金 3,175,597   

 受取利息 7   

 支払利息 △       207   

(B) 有価証券売買損益 △ 4,290,370   

 売買益 3,158,263   

 売買損 △ 7,448,633   

(C) 信託報酬等 △   821,253   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 1,936,226   

(E) 前期繰越損益金 724,769   

(F) 追加信託差損益金 △ 4,630,900   

 (配当等相当額) (   6,870,713)  

 (売買損益相当額) (△11,501,613)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 5,842,357   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 5,842,357   

 追加信託差損益金 △ 4,630,900   

 (配当等相当額) (   6,870,713)  

 (売買損益相当額) (△11,501,613)  

 分配準備積立金 15,142,301   

 繰越損益金 △16,353,758   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は5,842,357円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2021年７月14日～ 
2022年１月13日 

費用控除後の配当等収益額 2,353,840円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 6,870,713円 

分配準備積立金額 12,788,461円 

当ファンドの分配対象収益額 22,013,014円 

１万口当たり収益分配対象額 1,714円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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